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は以下の通りである（チベット＝ビルマ諸語研究の泰斗ベルン大学の George van Driem 教
授は羌語と西夏語をチベット＝ ビルマ諸語の南支に分類しているが、筆者はプロソディー 
システムが trochaic である点、及び語彙項目に特異な形態がある点（例 ：mi「人」）に基 
づき北支に分類した）： 











 超自然的存在の表象としてナムイ＝チベット族は、ナムイ語で Rmupu と称される白石
祀る習慣があるが、白石を深山から採取して持ち帰り、屋根の東端に 3 個または 5 個か 7 個
置く。その際オンドリ・ヤク・メンヨウのいずれか生贄とし、Hpapi と称される宗教職能者
が経文を唱える。この他に、樹神及び山神が重要な宗教的存在となっている。 
本論文では、四川省涼山彝族自治州冕寧県連合郷（東経 101° 42’ 10”〜 101° 5σ30” 北緯 
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とするゾロ方言には、44 の音節頭子音（simple initial consonants）と 25 の音節頭子音結合










PTB      Nàmùyì 
*gyat      Rhĩ   [hĩ ˨˥]     ‘eight’ 
*gya       Hhĩ   [hĩ˥]     ‘hundred’ 
 
一方、/ũ/はチベット＝ビルマ祖語の接頭辞 s-がついているものに見られるようだが、管見
の限り以下の 1 例しか観察されていない。 
 
PTB      Nàmùyì 




PTB      Nàmùyì 
*a   >     i 
*gla       Fgi   [gi˥˨]    ‘mother’ 
*za        Fji   [ʑi˥˨]    ‘son/child’ 
*wa       Lvi   [vi˩]    ‘snow’ 
*ra        Lyi   [ji˩]    ‘rightside’ 
 
PTB      Nàmùyì 
*ya   >    ə 
*hya      Frə   [rəi˥˨]    ‘field’ 
*dzya     Fndrə  [nɖə ˥˨]  ‘eat’ 
 PTB      Nàmùyì 
*a   >     a 
*ŋa       Hŋa   [ŋa˥]    ‘1sg’ 
*ma       ma   [ma]    ‘negative’ 
*ta        Ltha   [tha˩]   ‘negative imperative’ 
















声調値 語頭音節 語中音節 語末音節 
55 55 55 55 
54 55 33 22 
24 11 55 22 
11 11 11 33 
表 2.4 ナムイ語ゾロ方言の多音節語のピッチパターン 
 
上に与えられた音韻データをもとに、ナムイ語の 4 声調の F0 軌跡について以下のよう
に音韻論的にまとめることができる。 
 monosyllabic   disyllabic   trisyllabic      quadrisyllable 
1.    HH           HH         HHH          HHHH 
2.    HM           HM        HML           HMML 
3.    LH            LH         MHL          MHLL 
4.    LL            LM         LLM          LLLM 






ナムイ語ゾロ方言を語声調言語（word tone language）と呼ぶことができる。 
自律分節音韻論の枠組みで声調を分析すると以下の如く声調規則が得られる： 





































態動詞のサブクラスと見做す）は open class である。その他の、副詞、代名詞、数詞、数量




漢語姓  ナムイ語姓 
李   Rlontʙu, Lnjaka,  Rnjaku, Ragu,  Lhapa, Lnja la, Lmәrli 
   張      Rzridja 
   Lg’adzɨ  
蘭   Rlakhʉ,  Ljapa,  Fshu nga 
楊   Lyadzɨ,  Lpami 
韓   Fag’u 
伍   Rjɛ ntʙʉ 
趙      Lmbәr ngngәr 
吉   Fpaci 
冉      Rzrar ngәr 
饒      Ldrophi 
高   Lkoliga 
甘    Rchato 
書   Fkushu 
唐   Hha mbʉ 
穆    Ltakɛr 
布   Laphʉ,  Lmuji 
単   Lsha  ntʙʉ 
Rlontʙu, Lnjaka,  Rnjaku, Ragu,  Lhapa, Lnja la の間での通婚は可能である。また、Lnjaka,  




1.   zero 主語 (agantive)・対格 (accusative)・所有者 (possessive)・着点 (goal)・場所
(locative)・時点(temporal) 
2. ko 属格 (genitive) 
3. pər 行為者 (agentive) 
4. dia 与格 (dative) 
5. mi 受益者(benefactive) 
6. mu 具格 (instrumental) 
7. ʉ 具格 (instrumental)  
8. khəsrɨ 具格 (instrumental)  
9. mu 奪格 (ablative)、変格 (translative) 
10. tahi 到格 (terminative) 
11. toto 到格 (terminative) 
12. suni 通格 (perlative) 
13. qolo 処格(内)(locative) 
14. diamo 処格(上)(locative) 
15. pər 処格(場所)(locative) 
16. tani 向格 (allative, location) 
17. luta 向格 (allative, direction) 
18. na 共格 (comitative) 
19. chomu 共格 (comitative) 
























































(5.40)Ｆama    Fyoko   Rndjo      (animate) 
mother  home   exist 
'Mother is at home.' 
(5.41) Fnga-ko    Fasha   Ldja?    (general) 
1sg-GEN   where   exist 
'Where is my hat?’ 
(5.42) Hchi  Rmoga  Rdjıkʉ         (inanimate) 
3sg   power  exist 
'S/he has power.' 
(5.43) Hluqha-qolo  Rdrɨ    Ldjɨ      (liquid) 
bawl-LOC   water  exist 
'Water in the ball.' 
(5.44)Hnga  Lgudji              Lci-ja    Ldjo    (possession) 
1sg    younger.brother   one-CL  exist 
'I have a younger brother.' 
(5.45) Rrabi     Ldiamu  Rshipo   Fdiobʉ    Lndzje (plant) 
Mountain top.LOC  tree     many    exist 





資するよう、中国語及び英語からも引けるように 3 種類の順序で提示した。 
ナムイ語基礎語彙から以下のことが判明した。以下の 4 つの指標（1) the existence of 
postalveolar 乃至は uvular 声母の有無、 2) retroflex 声母の有無、 3)apicopalatal と
laminopalatal を区別するか否か、 4) prenasalised initials の数）をたてることにより周辺
諸言語の語彙形式と対照させた結果以下のことが明らかになった：            
             1)   2)    3)   4) 
Ersu         -    +    +    0 
Namuyi      +    +    -    2 
Shixing      +    +    +    0 
Lusu        -     +    -    3 
Zhaba       +     +   -    1 
Queyu       -     -    -    0 
Guiqiong     -     +   +    3  
  
 これらが Proto-Qiangic からの innovation であるかまたは retention であるか、これらの
意味するところは今後の課題としたい。 
 本論文は記述言語学的研究という独立したものであると同時に、ナムイ語の言語学的諸
現象をより深く解明するため、また周辺諸言語との比較言語学的研究に発展させていく可
能性の基盤を与えるものでもある。本論文ではできる限り多くの言語学的現象についての
記述を目指したが、取り上げた現象は今後全てより深い解明がなされるべきものである。 
